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- 2 0 2 4 - 2 5 年 度 国 際 ロ ー タ リ ー テ ー マ  

「 ロ ー タ リ ー の マ ジ ッ ク 」  

2 0 2 4 - 2 5 年 度 ク ラ ブ テ ー マ  

「 互 い に 親 し み ・ 広 げ よ う 交 流 と 親 睦 」  

 

週  報  第 ２ ７ ７ １ 回  

２ ０ ２ ４ 年 １ ２ 月 １ ３ 日  

              八 千 代 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ  C L U B  N O . 1 5 0 7 0  

今 回 例 会 行 事       テーマ：八千代ＲＣにおける今後の 

 青少年交換への取り組みについて 

担  当：青少年奉仕委員会        卓話者：久土地 剛会員 

次 回 例 会            クリスマス家族会 

担  当：親睦活動委員会・ＳＡＡ    
 

♦ ♢ ♦ ♢ 第 ２ ７ ７ ０ 例 会 ♢ ♦ ♢ ♦  
 

司 会  花 島 文 成  
 

「 君 が 代 」 「 奉 仕 の 理 想 」  斉 唱  
 
お 客 様  
 
米 山 記 念 奨 学 生  

 ハ ル シ ュ ・ ア ニ メ ー シ ュ 様  
青 少 年 交 換 候 補 生    金 杉 旺 汰 さ ん  
 
会 長 挨 拶     会 長  安 宅 照 男  

 
ロ ー タ リ ー ク ラ ブ で は 、 毎 月 特 定 の テ

ー マ に 焦 点 を あ て 、 地 域 社 会 や 世 界 に お
け る 社 会 的 課 題 に 取 り 組 む た め の 活 動 を
行 い 、 １ ２ 月 は 、 「 疾 病 予 防 と 治 療 月 間 」
で す 。 こ の 月 間 は 、 健 康 を 促 進 し 、 疾 病
を 予 防 し 、 適 切 な 医 療 ア ク セ ス を 確 保 す
る た め の 活 動 に 焦 点 を 当 て て い ま す 。  

感 染 症 の 蔓 延 を 防 ぐ た め の 予 防 接 種
キ ャ ン ペ ー ン や 、 清 潔 な 水 と 衛 生 設 備 の
普 及 、 医 療 施 設 へ の 支 援 や 、 医 療 サ ー ビ
ス が 届 か な い 地 域 へ の 医 療 ア ク セ ス 向
上 。 健 康 的 な 生 活 習 慣 を 啓 発 し 、 病 気 の
早 期 発 見 を 促 す 教 育 活 動 、 精 神 的 健 康
に 関 す る 支 援 と 啓 発 活 動 な ど 取 り 組 む こ
と を 目 指 し て い ま す 。 こ れ ら の 活 動 を 通 じ
て 、 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ は 地 域 社 会 の 健 康
促 進 と 医 療 ア ク セ ス 改 善 に 寄 与 し て い ま
す 。 そ れ ぞ れ の ニ ー ズ に 合 わ せ て 柔 軟 に
活 動 を 展 開 す る こ と で す 。  

「 超 我 の 奉 仕 」 は ロ ー タ リ ー ク ラ ブ の モ

ッ ト ー で あ り 、 「 自 己 を 超 え て 他 者 に 奉 仕
す る こ と 」 を 表 し て い ま す 。 ロ ー タ リ ー ク ラ
ブ の 奉 仕 の 理 念 を 象 徴 し 、 個 人 の 利 益 や
名 誉 よ り も 、 地 域 社 会 や 世 界 の 為 に 貢 献
す る 姿 勢 を 大 切 に す る こ と が 必 要 で は な
い か と 思 い ま す 。  

私 た ち は 年 を 重 ね て い く と 、 体 の 成 長
は 止 ま り 、 い ず れ 体 力 や 記 憶 力 な ど も 衰
え る 時 を 迎 え る こ と は 避 け ら れ な い と 思 い
ま す 。 そ う し た 年 に な っ て も 学 び 続 け る こ
と の 意 味 を よ く よ く 考 え る と 、 生 涯 学 習 の
目 的 と は 、 生 涯 を 通 じ て 人 間 的 な 成 長 を
遂 げ 、 心 豊 か な 人 生 を 築 く と い う こ と に 尽
き る の で は な い で し ょ う か 。 体 の 成 長 と 違
い 、 心 の 成 長 に は 限 界 が あ り ま せ ん 。  

い か に 最 先 端 の 知 識 や 技 術 を 身 に つ
け た と し て も す ぐ に 古 い も の に な っ て し ま
う よ う な 時 代 を 生 き て い ま す 。 自 分 が 小 学
生 の 頃 や 社 会 人 に な り た て の 頃 に 学 ん だ
こ と が 、 今 で は 通 用 し な く な っ て い た り 、
す っ か り 様 子 が 変 わ っ て い た り と い う こ と
を 経 験 し た 人 は 少 な く な い は ず で す 。 知
識 と は そ れ 自 体 に 絶 対 的 な 価 値 が あ る わ
け で は な い の か も し れ ま せ ん 。 自 分 が 得
た 知 識 を 何 の た め に 、 ど の 様 に 生 か し て
い く か が 重 要 で す 。 知 識 が よ り 良 く 生 か さ
れ る か 否 か は 、 私 た ち 自 身 の 人 間 性 に か
か っ て い ま す 。 心 を 育 て る と い う こ と が 生
涯 学 習 に お い て も 大 き な 意 味 を 持 つ の で
は な い で し ょ う か 。  

今 日 の 行 事 は 年 次 総 会 で す 。 皆 様 の
ご 協 力 を お 願 い い た し ま す 。  
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幹 事 報 告       幹 事  寺 沢 一 三  
 
・ 地 区 よ り 危 機 管 理 ・ 防 災 ｾ ﾐ ﾅ ｰ 及 び 国

際 奉 仕 ｾ ﾐ ﾅ ｰ の 案 内 が 来 て お り ま す 。  

・ 八 千 代 中 央 駅 前 ロ ー タ リ ー で 、 1 2 / 1 4

イ ル ミ ネ ー シ ョ ン 点 灯 式 が あ り ま す の で 、

是 非 お 越 し く だ さ い 。  
 

お 客 様 ご 挨 拶  
 
米 山 記 念 奨 学 生  

 ハ ル シ ュ  ア ニ メ ー シ ュ 様  
 
 1 1 月 の イ ベ ン ト に 体 調 不 良 の 為 、 参 加
出 来 な か っ た 事 を お 詫 び し ま す 。  
 人 間 は 特 に 若 い 時 は 、 自 分 は 無 敵 だ と
思 い が ち で す が 、 あ っ と い う 間 に 崩 れ 去
る の も 人 間 で す 。 例 え ば 目 に 埃 が 入 っ た
だ け で 、 何 か に 攻 撃 さ れ た 様 に 苦 し み ま
す 。 又 は 大 丈 夫 だ と 思 っ て 食 べ た ら 、 翌
日 に お な か を 壊 す 事 も あ り ま す 。 私 た ち
は 無 敵 で は あ り ま せ ん が 、 そ れ を 受 け 入
れ て 、 時 に は 笑 い 飛 ば し な が ら 少 し ず つ
で も 前 に 進 め れ ば と 思 い ま す 。  
 
青 少 年 交 換 候 補 生    金 杉 旺 汰 さ ん  
 
 青 少 年 交 換 プ ロ グ ラ ム の 長 期 派 遣 で 来
年 の ８ 月 か ら ど こ か の 国 に 派 遣 し て 頂 け
る と い う 事 で 、 皆 さ ん の お か げ で 楽 し く 研
修 を 重 ね て お り ま す 。 学 校 で は 昨 日 卒 業
試 験 が 終 わ り 、 卒 業 式 ま で に 登 校 す る の
も あ と ７ 回 程 で す 。 今 ま で 当 た り 前 に あ っ
た 学 校 生 活 や 、 目 の 前 の 小 さ な 幸 せ に
目 を 向 け る と 自 分 が ど れ だ け あ り が た い
環 境 に い た の か に 気 づ け る と 思 う の で 、
来 年 海 外 で 頑 張 れ る と 思 っ て い ま す 。  
 

委 員 会 報 告  
君 塚 欣 哉 会 員  

 
 お 手 元 に 風 間 会 員 の 瑞 宝 双 光 章 叙
勲 祝 賀 会 開 催 の ご 案 内 を 配 布 し ま し
た 。 発 起 人 代 表 は 杉 山 会 員 で す 。  
日 程 ： 2 0 2 4 年 １ 月 2 8 日 ( 火 )  

1 7 ： 3 0 受 付  1 8 ： 0 0 開 会  
場 所 ： 割 烹 大 洋  
沢 山 の ご 参 加 を お 願 い 致 し ま す 。  
 
社 会 奉 仕 委 員 会  委 員 長  中 村 賢 治  
 

1 2 / ８ ( 日 ) ニ ュ ー リ バ ー ロ ー ド レ ー ス i n
八 千 代 が 開 催 さ れ ま す 。 恒 例 の み か ん 配
布 を 行 い ま す 。 ８ 時 半 に 市 民 会 館 の 駐 車
場 に ご 集 合 下 さ い 。  
 

表 彰  
 
米 山 功 労 者     第 ９ 回  風 間  茂 会 員  

第 ２ 回  稲 山 雅 治 会 員  
 

お 祝 い  
 
夫 人 誕 生 日 ： 中 島 久 恵 様 ( 貞 好 )  
結 婚 記 念 日 ： 浅 野 正 敏 会 員  
 
例 会 行 事  年 次 総 会  

 
司 会  寺 沢 一 三  

 
八 千 代 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ 2 0 2 4 - 2 5 年

度 の 年 次 総 会 を 細 則 の 第 ５ 条 第 １ 節 に よ
り 開 催 い た し ま す 。 議 長 は ク ラ ブ 細 則 の
第 ４ 条 第 1 節 に よ り 会 長 が 務 め る こ と に
な り ま す の で 宜 し く お 願 い 致 し ま す 。  

 
議 長  安 宅 照 男  

 
ク ラ ブ 細 則  第 ５ 条 第 １ 節 に よ り 、 た だ

今 か ら 八 千 代 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ 2 0 2 4 - 2 5
年 度 の 年 次 総 会 を 開 催 致 し ま す 。 始 め に
寺 沢 幹 事 よ り 総 会 の 成 立 宣 言 を お 願 い い
た し ま す 。  

司 会  寺 沢 一 三  
 

本 日 の 参 加 人 数 を 発 表 い た し ま す 。 当
ク ラ ブ の 会 員 数 ５ ６ 名 、 本 日 の 出 席 者 は ４
７ 名 で ク ラ ブ 細 則 第 ５ 条 ３ 節 の 規 定 に 「 会
員 総 数 ５ ６ 名 の ３ 分 の １ を も っ て 本 ク ラ ブ
の 年 次 総 会 及 び 例 会 の 定 足 数 と す る 」 と
あ り ま す の で 、 本 日 の 年 次 総 会 は 正 当 に
成 立 す る こ と を 宣 言 い た し ま す 。  
 

議 長  安 宅 照 男  
 

最 初 に 八 千 代 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ 2 0 2 5 -
2 6 年 度 の 役 員 ・ 理 事 の 候 補 者 の 発 表 を
頂 き 、 会 員 の 皆 様 の ご 判 断 を 頂 き ま す 。
中 島 貞 好 会 長 エ レ ク ト よ り 提 案 、 発 表 を し
て 頂 き ま す 。 尚 、 こ の 案 件 に 関 し て は １ １
月 １ 日 の 理 事 会 に お い て 既 に 理 事 全 員
の 承 認 を 頂 い て お り ま す こ と を ご 報 告 い
た し ま す 。 本 日 の 議 案 は 、 審 議 事 項 と し
て 次 の １ 点 で す 。  
第 １ 号 議 案  次 年 度 役 員 理 事 選 任 案  
第 １ 号 議 案 の 説 明 を 中 島 貞 好 会 長 エ レ ク
ト お 願 い い た し ま す 。   
 

次 年 度 会 長  中 島 貞 好  
 
第 １ 号 議 案 ： 次 年 度 役 員 理 事 選 任 案  
 
ク ラ ブ の 細 則 に よ り 役 員 ７ 名 、 理 事 ８ 名 の
合 計 １ ５ 名 と な り ま す 。 次 年 度 の 役 員 理 事
（ 案 ） を 発 表 し ま す 。 ※ 敬 称 略  
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【  役 員  】  
会    長   中 島 貞 好  
直 前 会 長    安 宅 照 男  
会 長 エ レ ク ト  中 村 賢 治  
副  会  長    植 村 正 徳  
幹    事    朝 戸 健 夫  
会    計    齋 藤 敏 夫  
Ｓ  Ａ  Ａ    風 間  茂  
 
【  理 事 （ 役 員 を 含 む ） 】  
君 塚 欣 哉  （ ク ラ ブ 管 理 運 営 委 員 会 ）  
宮 田 慎 吾  （ 会 員 増 強 委 員 会 ）  
遠 藤 章 雄  （ 公 共 イ メ ー ジ 委 員 会 ）  
山 浦 恭 宏  （ ロ ー タ リ ー 財 団 委 員 会 ）  
齊 藤 昌 宏  （ 奉 仕 プ ロ ジ ェ ク ト 委 員 会 ）  
佐 々 木 俊 一 （ 親 睦 活 動 委 員 会 ）  
菊 川 秀 明  （ 米 山 記 念 奨 学 会 ）  
市 原 正 男  （ プ ロ グ ラ ム 委 員 会 ）  
飯 田 明 彦  （ オ ブ ザ ー バ ー ） 副 幹 事  
 
【  委 員 長  】  
伊 藤 勝 巳  （ ク ラ ブ 奉 仕 委 員 会 ）  
大 曽 根  直 （ 出 席 委 員 会 ）  
市 原 正 男  （ プ ロ グ ラ ム 委 員 会 ）  
佐 々 木 俊 一 （ 親 睦 活 動 委 員 会 ）  
宮 田 愼 吾  （ 会 員 増 強 委 員 会 ）  
花 島 文 成  （ ク ラ ブ 広 報 委 員 会 ）  
鈴 木 利 雄  （ 雑 誌 委 員 会 ）  
山 浦 恭 宏  （ R 財 団 委 員 会 ）  
橋 本 幹 雄  （ 職 業 奉 仕 委 員 会 ）  
佐 野 忠 信  （ 社 会 奉 仕 委 員 会 ）  
杉    晟  （ 国 際 奉 仕 委 員 会 ）  
稲 山 雅 治  （ 青 少 年 奉 仕 委 員 会 ）  
菊 川 秀 明  （ 米 山 記 念 奨 学 会 ）  
上 代 修 二  （ 監 査 ）  
 

議 長  安 宅 照 男  
 

次 期 役 員 ・ 理 事 の 候 補 者 の 発 表 が あ り
ま し た が 、 賛 成 し て 頂 け る 会 員 の 皆 様 は
拍 手 を お 願 い 致 し ま す 。 皆 様 の 拍 手 多 数
と 認 め 、 2 0 2 5 - 2 6 年 度 の 役 員 ・ 理 事 と し
て 指 名 承 認 致 し ま す 。 新 役 員 ・ 理 事 の ご
活 躍 を 期 待 い た し ま す と 共 に 、 会 員 皆 様
の ご 支 援 ご 協 力 を お 願 い 致 し ま す 。  

以 上 を 以 っ て 議 長 の 役 を 終 わ ら せ て い
た だ き ま す 。 ご 協 力 有 難 う ご ざ い ま し た 。  
 

司 会  寺 沢 一 三  
 

安 宅 会 長 ､ 議 長 お 疲 れ 様 で し た 。 中 島
貞 好 次 年 度 会 長 よ り 改 め ま し て 次 年 度 役
員 ・ 理 事 の 方 を ご 指 名 頂 き ま す の で 前 に
整 列 を お 願 い い た し ま す 。  
 

次 年 度 会 長  中 島 貞 好  

 
人 事 案 を ご 承 認 い た だ き 、 有 難 う ご ざ

い ま し た 。 快 く お 引 き 受 け 頂 き ま し た 皆 さ
ま 、 誠 に あ り が と う ご ざ い ま す 。 各 委 員 に
つ い て は 今 後 お 願 い す る 事 と な り ま す
が 、 親 睦 活 動 委 員 長 と 正 Ｓ Ａ Ａ に つ い て
は 優 先 権 を 持 っ て 頂 き 、 人 選 を お 願 い さ
せ て 頂 け れ ば と 思 い ま す 。  
 わ た し は 入 会 し て 1 4 年 経 ち ま し た 。 勉
強 の 途 中 で は あ り ま す が 、 安 宅 会 長 を 先
生 と し て 毎 週 勉 強 さ せ て 頂 い て い ま す 。
次 年 度 の 理 事 は 大 御 所 で 、 ロ ー タ リ ー の
事 を と て も よ く 理 解 し て い る 皆 さ ま に お 願
い し ま し た 。 ご 協 力 を お 願 い 致 し ま す 。 次
年 度 の 方 針 に つ い て は ま だ 決 め て お り ま
せ ん が 、 会 長 を 終 え た 後 も 、 入 会 さ れ た
方 に 指 導 が 出 来 る よ う に 努 め て 参 り た い
と 思 い ま す の で よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。  
 

次 年 度 幹 事  朝 戸 健 夫  
 
 入 会 し て 1 1 年 と な り ま し た 。 ま だ ロ ー タ
リ ー の 事 は こ れ か ら も っ と 勉 強 さ せ て 頂 こ
う と 思 っ て い ま す 。 皆 さ ま に ご 支 援 、 ご 協
力 を 頂 き な が ら １ 年 間 頑 張 っ て 行 こ う と お
も い ま す の で 、 よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。  
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激 励 の 言 葉    杉 山 智 基 会 員  

  
中 島 次 年 度 会 長 、 朝 戸 次 年 度 幹 事 、
2 0 2 5 - 2 6 年 度 の か じ 取 り を お 願 い す る と
い う 事 で お め で と う ご ざ い ま す 。 ま た 理 事
役 員 、 委 員 長 も 決 ま り 、 素 晴 ら し い 船 出 を
迎 え ら れ た と 思 い ま す 。 私 が 会 長 の 時 に
幹 事 と し て お 世 話 に な っ た 中 島 会 員 に
は 、 次 年 度 会 長 の 時 に 、 私 が ガ バ ナ ー 補
佐 と し て お 世 話 に な り 、 深 い 縁 を 感 じ て
お り ま す 。 地 区 で も 次 年 度 の 運 営 方 針 な
ど も 出 て き て お り ま す 。 テ ー マ 旗 も 無 く な
り 、 ガ バ ナ ー 制 度 に つ い て も 今 後 変 更 が
あ る よ う で す 。 次 年 度 は 日 下 部 会 員 が 補
佐 幹 事 、 田 村 会 員 も 地 区 の 委 員 会 、 ま た
ガ バ ナ ー 補 佐 を 支 え て 頂 く 方 も お 願 い し
て お り ま す が 、 ご 協 力 の 程 、 ど う ぞ よ ろ し
く お 願 い 致 し ま す 。  
 

激 励 の 言 葉    浅 野 正 敏 会 員  
 
 自 分 も 病 気 を し て 、 お 世 話 に な っ た 先
生 が 、 週 に 一 回 朝 戸 会 員 の 病 院 に 出 張 し
て こ ら れ ま す し 、 わ た し の 体 調 が 悪 い 時
に は い つ も 朝 戸 会 員 に 診 て も ら っ て い ま
す 。 お 父 さ ん の 頃 か ら お 世 話 に な っ て い
ま す 。 朝 戸 先 生 は 真 面 目 で 、 素 晴 ら し い
人 だ と 思 っ て い ま す 。 来 年 は 一 生 懸 命 頑
張 っ て 頂 き た い と 思 い ま す 。  
 

司 会  寺 沢 一 三  
 

只 今 を も ち ま し て 八 千 代 ロ ー タ リ ー ク ラ
ブ 2 0 2 4 - 2 5 年 度 の 年 次 総 会 を 終 了 い た
し ま す 。 皆 様 ご 協 力 有 難 う ご ざ い ま し た 。  

～ ニ コ ニ コ B O X ～      ￥ 2 9 , 0 0 0 -  
 

☆ 結 婚 記 念 日 で す 。 取 り 返 し の き か な い
事 ば か り で 迷 惑 を か け っ ぱ な し で す 。  

浅 野 正 敏  
☆ 年 次 総 会 よ ろ し く お 願 い し ま す 。  
上 村 ・ 風 間 ・ 江 頭 ・ 三 井 ・ 君 塚 ・ 佐 々 木  
中 村 ・ 遠 藤 ・ 杉 ・ 寺 沢 ・ 安 宅 ・ 日 下 部  
☆ ア ニ メ ー シ ュ さ ん 、 金 杉 さ ん よ う こ そ  
三 井 ・ 日 下 部 ・ 花 島 ・ 稲 山 ・ 菊 川 ・ 伊 藤  
☆ ニ ュ ー ス エ ブ リ ー に ロ ス ・ ア ン ジ ェ ル ス
を 取 り 上 げ て 頂 き プ チ バ ブ ル に な っ て
い ま す 。 有 難 う ご ざ い ま す 。  杉 山  

☆ 良 い 天 気 が 続 き ま す 。  植 村  
☆ 1 2 / ２ に 家 族 が 増 え ま し た 。  

７ 人 目 の 孫 娘 で す 。 鈴 木 健 治  
☆ 先 週 休 み ま し た 。  佐 久 間  
☆ 休 み が 続 き ま し た 。 齋 藤 敏 夫  
 
～ 友 愛 B O X ～       ￥ 7 , 0 0 0 -  

 
☆ お 祝 い 有 難 う ご ざ い ま す 。 中 島 貞 好  
☆ 年 次 総 会 宜 し く 。  飯 生 ・ 宮 野  
☆ ６ ク ラ ブ 親 善 ゴ ル フ へ の ご 協 力  

あ り が と う ご ざ い ま し た 。  上 代  
 
ニ ュ ー リ バ ー ロ ー ド レ ー ス i n 八 千 代 開 催  

2 0 2 4 年 1 2 月 ８ 日 （ 日 ）   
参 加 の 皆 さ ま 、 ご 協力 有 難 う ご ざ い ま し た 。  

 近 隣 ク ラ ブ 例 会 日  
火 曜 日  四 街 道 R . C  
火 曜 日  八 千 代 中 央 R . C  
水 曜 日  習 志 野 R . C  
水 曜 日  佐 倉 中 央 R . C  
木 曜 日  佐 倉 R . C  
木 曜 日  習 志 野 中 央 R . C  

  例 会 場  
四 街 道 ゴ ル フ 倶 楽 部  

ウ ィ シ ュ ト ン ホ テ ル ・ ユ ー カ リ  
習 志 野 商 工 会 議 所 会 館  
ｳｨｼｭﾄﾝﾎﾃﾙ･ﾕｰｶﾘ 最終ｵﾘﾍﾞｰﾄ夜間 

佐 倉 商 工 会 議 所  

習 志 野 商 工 会 議 所 会 館      １ ２ 月 の ロ ー タ リ ー レ ー ト １ ド ル ￥ １ ５ ０ -  

 会 員  

総 数  

出 席  

対 象 者  
出 席 者  ％  

1 2 / ６  ５ ６  ５ ３  ４ ８  9 0 . 5 7  

■クラブ広報委員会  委員 長 :  菊 川秀明  副委員長 :佐 久間勇治  
■欠席の際は必ず月曜日迄 に事 務局に連絡して下さい  
■例会日 :金曜日 1 2 : 3 0 ～ 1 3 : 3 0  
■例会場 : ﾊ ﾟ ｯ ｿ ･ ﾉ ｳ ﾞ ｨ ｰ ﾀ (〒2 7 6 - 0 0 4 9 八千代市緑が丘 1 - 1 - 1 公園都市プラザ 1F : F A X 0 4 7 - 4 5 0 - 0 0 5 0）  


